
今後のＪＡＳの展開方向について

食料産業局

（参考資料１－３）



 品質・仕様の平準化
（粗悪品の排除）

 国内市場を想定

 B to C ＋ B to B

 食品・農林水産品の品質

 役所主導の規格化

従前のＪＡＳ制度

○ これまでのJASは、市場に出回る食品・農林水産品の品質・仕様を一定の範囲に揃える「平準化」を目的とする
制度。ビジネスでは、産品の品質を「見える化」し、サプライヤーの説明・証明の後ろ盾、バイヤーの判断材料に。

○ 他方、食品・農林水産品をめぐっては、①品質が総じて向上する中、市場のニーズは品質以外の価値・特色にま
で多様化するとともに、②海外展開が課題となる中、食文化や商慣行が異なる海外の取引相手には馴染みのない
日本産品の品質や特色、事業者の技術や取組などを説明・証明していく機会が増大。

○ こうした変化に対応し、JASの有する「見える化」の機能を高め、事業者や地域の創意工夫を活かして多様な価
値・特色を戦略的に規格化し「差別化」にも活用し易い枠組みを整備。これを足掛かりとする国際化も推進。

ＪＡＳ (Japanese Agricultural Standard ; 日本農林規格)

新たなＪＡＳの展開方向について

 こいくちしょうゆのJAS規格例
◆原材料：大豆、麦、食塩等のみ
◆全窒素分：1.50％以上(特級)

1.35%以上(上級)               
1.20%以上(標準)
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価値の
多様化

海外市場
への展開

 品質・仕様の平準化
＋事業者や地域の差別化・ブランド化

 国内市場
＋海外市場も視野、国際標準化も指向

 B to C ＋ B to B

 食品・農林水産品の品質・仕様
＋生産・流通プロセス・事業者の取組・
こだわり・ものがたり等

 事業者・地域からの提案を規格化

新たなＪＡＳ制度



強みのアピールにつながる多様なＪＡＳ規格の制定
○ 農林水産・食品産業の競争力強化に向け、①品質、技術、取組を平準化し、生産・流通・消費の効率化・合理
化を図るツール、②創意工夫ある産品・事業者の品質、技術、取組を差別化するツールとして戦略的に制定・活用。

○ 生鮮品など品質が変化するもの、ノウハウなどの秘伝や営業秘密が絡むものにも規格を活用したアピールの途。
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品質審査・歴史・
栽培等に関する知識、

指導方法…
伝統製法の
抹茶

通常の茶葉
の粉末茶

「本物」を
類似品と差別化

 例えば、粉末茶が海外市場に出
回る中、我が国の伝統的な抹茶につ
いて、その一般的な製法を規格化

 例えば、鮮度をアピールするため、保
管・輸送方式を規格化。能力を有する
事業者を認証

○○いちご ○○いちご

認証事業者が扱うので「新鮮」と
アピール可能に

Fresh！

モノの生産方法の規格

事業者による取扱方法の規格① モノに関する試験方法の規格モノの品質の規格

 例えば、ビーガン向けに、動物性原
料を含まないことを規格化

高野豆腐
寒締めほうれんそう

低 機能性成分 高

統一的な測定方法

日本の産品や技術の優位性を
根拠を示してアピール

例えば、日本産品に多く含まれる機
能性成分の統一的な測定方法を
規格化

客観的に
比較可能！

ほうれんそう

用語に関する規格
 例えば、伝統的な日本茶文化を正し
く広めるため、必要な知識と技術を有す
る者を認証

事業者による取扱方法の規格②
例えば、農業で活用するデータについ
て、農作業の各工程の名称を統一

新市場の開拓に寄与

納豆

情報集約・分析、
農業生産が効率化日本茶の普及を後押し

センサーデータ
収量データ

土壌データ
データの
互換性

適切な保管・輸送方式



知的財産を活かす規格・認証の戦略的な活用イメージ
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我が国事業者は特に臭みの少ない魚の養殖技術を
保有。

この技術の高さを明らかにできる臭みの測定方法を規
格化。他国との差別化を実現。

養殖技術をブラックボックス化し、競争力を維持。

一般養殖

１1０

養殖技術の高さをアピール
「 天然物と遜色なし ! 」
「 安定供給を実現 !! 」

天然 独自の
養殖方法

魚臭さ成分α
測定方法

●関連製品の性能評価方法の規格化

登録試験所A
証明書

α含有量 １

1

○ 高い技術・ノウハウ（知的財産）を有する場合、その技術・ノウハウが活きるよう関連分野を規格化すれば、当
該技術・ノウハウを秘匿したまま、優位性の見える化、マーケットシェアの拡大も可能。

○ 規格・認証で見える化する領域と知的財産として秘匿する領域を戦略的に設定し、利益を最大化。

●関連製品の品質の規格化

自社は機能性成分の高い抽出技術を保有。
この技術を活かせるように、機能性成分を含む消費者
向け製品の規格を活用して当該製品を普及

高い技術により、競争上優位に製造し、シェアを獲得。

農産物A
(機能性成分Bを含有)

中間製品
(抽出したBを高含有)

B含有食品
(消費者向け)

B含有商品の
仕様を規格化。

農産物ＡからＢを効率的に
抽出する技術は秘匿。他
者より効率的に生産できる
ので、競争上優位。

市場を拡大しつつ
自らの優位性を確保



事業者・産地の提案によるＪＡＳ規格の制定

○ JASについては、ビジネスにおいて戦略的に活用したい事業者・団体、産地・地域からの提案を受けて規格
化する枠組みを整備

○ 農林水産省及び(独)農林水産消費安全技術センター（通称：FAMIC）の相談窓口がサポートするほ
か、予算措置により規格制定の支援を実施

規格化の事前相談

 事業者・団体、産地、地域の提案を受けて規格を制定。既存の民間規格のスキームオーナーからの提案
も可。

 規格の制定に向け、案件ごとに、事業者・団体や産地・地域、自治体、研究機関、学識経験者等に加え、
農林水産省の各関係部局やFAMICからなる官民連携の体制で対応。

 規格の検討の初期段階から国際化を視野。

官民連携の体制で対応

基本戦略の設定
 目標の設定
 検討の進め方（活
用する国際的枠組、
支持層作りを含む）

など

規格原案の作成
 技術的データの収集
 関係者間の調整
 日英両語による規
格案作成

など

JAS規格化

国際化

規格化が
適当な場合

窓口：
・ 農林水産省食料産
業局JAS室

・ (独)農林水産消費
安全技術センター

※国際化対応がない
場合もあり得る規格原案の作成に向け、予算措置の活用も可能
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JASの
海外での
浸透・定着

Codex規格
※ コーデックス委員会（FAOと

WHOによって設立された政府
間組織）

※全会一致により規格化
※包括的な製品規格が中心

ISO規格
※国際標準化機構（各国の代
表的標準化機関からなる組織）

※多数決により規格化
※製品規格のほか、マネージメント
システム規格、試験分析規格な
ど多様

JAS規格

○ 我が国食品・農林水産業の競争力強化に向け、JAS規格・認証の国際化を進め、その認知度、影響力
を高めていくことが重要。

○ JAS規格・認証の国際化に当たっては、その目的によって費用対効果の高い枠組み・方法を選択。

GFSI
承認規格

※世界食品安全イニシアティブ：
国際展開する食品企業からなる民
間組織
～国際的な大手小売との取引では取

得が条件化～

JFS ASIA
GAP

FSSC
22000

GLOBAL
G.A.P.

グローバルなＪＡＳの展開

国際的に通用するものを
積極的に取り込み

規格にあっていることを示して
説明や証明を容易に

自らの「強み」を規格化して
アピールに活用



ＪＡＳ規格・認証の戦略的な制定・活用に向けた環境整備
○ JAS規格・認証の戦略的な制定・活用に当たっては、JASの認知・影響力を高めつつ、創意工夫を活かして
規格・認証を制定・活用できるよう事業者・産地の理解向上を図ることが不可欠。

○ こうした環境整備として、JAS規格・認証の啓発・普及、専門人材の育成を進めるとともに、規格・認証に関
する国際的枠組みへの参画を推進。
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一般向け
 大学での標準・認証に関する出張講
座の実施

 SNS等のメディアを通じた情報発信
 イメージキャラクターを活用した広報
動画の配信

事業者・研究者向け
 JAS制度講習会の開催
 各種イベント・セミナーでの講演
 標準・認証分野の高度人材育成研修
 JAS規格に関する相談窓口の設置
 産学官連携のプラットフォームへの参画
による規格化シーズの汲上げ

海外向け
 アセアン諸国の大学におけるJAS
規格についての講座の実施

 二国間対話の実施
 海外進出企業へのJAS認証取得働きかけ
 Codex、 ISOにおけるプレゼンス向上
 IAF*¹、ILAC*²への参画

JASの制定・活用
に向けた環境整備

*¹IAF：製品認証機関等の認定
を⾏う機関の国際組織

*²ILAC：試験所等の認定を⾏う
機関の国際組織
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